
■平群町コミュニティバス運行ルート比較表 
 以下に町コミュニティバス運行ルート２案のメリット、デメリットを示す。 

 
第 1案 

現行 2ルート（延伸区間あり）＋バイパスルート 
第 2案 

西山間ルート＋南部・バイパス統合ルート 

コンセプト 
住宅地と駅を最短ルートで結んだ案であり、バイパス沿いの施設へはバスを乗り換えることで、移

動できるようにした案 
平地部において、様々な施設へ乗換なしで移動できるようにした案 

概要 

・現行ルート（西山間ルート、南部ルート）を基本とし、バイパスルートの運行を追加する。 
・バイパスルートは、バス 1台による左回り、右回りの交互運行とする。 
・西山間ルートとバイパスルートは、吉新商店街、東山駅で接続する。 
・南部ルートとバイパスルートは、平群駅、プリズムへぐりで接続する。 

・第 1案の南部ルートとバイパスルートを統合し、一つのルートとする。 
・統合ルートは、バス 2台による左回り、右回りの相互運行とし、短距離移動の利便性を確保する。
・便数は第 1案に比べ若干減るが、住宅地から駅や役場周辺の施設までの移動時間は変わらないた
め、利便性は第 1案と同程度確保される。 

・西山間ルートと統合ルートは、吉新商店街、東山駅で接続する。 

概略図 

  

1便あたりの
運行時間 

・西山間ルート： 往復約 40分～1時間 20分（1日 6便） 
・南部ルート：  往復約 50分～1時間 10分（1日 8便） 
・バイパスルート：1周約 30分（1日 12便） 

・西山間ルート： 往復約 40分～1時間 20分（1日 6便） 
・南部・バイパス統合ルート： 1周約１時間～1時間 10分（1日 7便） 

メリット 

・南部ルート、バイパスルートについては、第 2案よりも便数が若干多い。また、平等寺地区につ
いても運行するため、第 2案に比べ、よりきめ細かいサービスが可能となる。 

・バイパスルートに関しては、住宅地の狭隘な道路は通行しないため、ハイエースクラスではなく、

マイクロバス程度の大きさのバスによる運行も可能である。 

・統合ルートの利用者は、乗換なしで様々な施設へ行くことができる。 

デメリット 

・西山間ルート、南部ルート沿線の人は、バイパス沿いの施設に行く場合は、バスを乗り換えなけ

ればならず、不便感がある。 
 

・一部の地域にとっては、目的地までの移動に迂回を必要とされる。（例：平等寺地区→役場周辺）

・住宅地の狭隘な道路を通行するため、バス車両はハイエースクラスに限定される可能性があり、

将来のバス利用者数の増加に対応できない可能性がある。 
・統合ルートの利用は短トリップが主であると考えられるが、長トリップの移動に関しては、近鉄

生駒線と競合する可能性がある。 
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第1案：現行２ルート＋バイパスルート



 

第１案：現行 2ルート（延伸区間あり） 
＋バイパスルート ダイヤ案 

第 8便の上りについては、乗務員の拘束時間超過となる可能性がある。 
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第２案：西山間ルート＋南部・バイパス統合ルート



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第 2案：西山間ルート＋統合ルート ダイヤ案 

第７便の上りについては、乗務員の拘束時間超過となる可能性がある。 
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